
香川大学農学部学術報告 第29巻第62号211′・一218，1978  211   

飼料の消化に果す鶏盲腸の役割  

鵬・色  泰，申 広 義 雄  

THE ROLE OF CECA FOR THE DIGESTION OF NUTRIENTS  

IN CHICXENS  

YutakaIssHIXIand Yoshio NAKAHIRO  

The present experiments were carried out toinvestigate the role of cecaof chickensin the  

digestion of nutrients，uSing4－mOnth－01d cockerels of single comb White Leghorn．The  

results obtained were summarized as follows．  

1）Therewas no significant differencein the digestibilityof nutrients between cecaofli－  

gatedand non－1igated chickenswhen they werefed on various diets，SuChasaconventional  

diet，COnVentionaldietadded20％ofground ricehulland conventionaldietaddedlO－20％of  

gr・Oundlよdino cloverhay．  

2）ThedigeStibilityof nutrients wassigmificantlyhigherinchickensfed the heated soybean  

mealdietthanthatofchickensfed the dietcontainingraw soybean meal，and nosignificant  

difference was observedin the digestibility of nutrients between ceca ofligated and non－  

1igated chickens．  
3）Whenthechickensweregiventhe conventionaldietand conventionaldietaddedlO％of  

pulp，nO Obvious differencein the digestibility of nutrients was observed between cecaof  

removed and non－remOVed chickens．  

4）The dig’eStibilityof nutrientsin the chickenssevered the cecalmain vesselsor neurecto・  

mized of ceca wassimi1artothatof the controIchickens when they were fedon the conven・  

tionaldiet．   

盲腸が飼料の一般成分の消化率に・どの程度関与しているかを調べる目的で，4か月齢の単冠白色レグホーン種の雄を  

用い，盲腸機能を阻止する手術方法，給与飼料を変えて実験を行い次の結果を得た．  

1）盲腸の片側および両側を結熱した鶏紅対しで慣用の配合飼料とそれ紅モミ．ガラ粉末20％，ラ汐ノクロ－バ・一乾燥  

粉末10％および20％添加した飼料を給与し，消化率を測定した結果，擬似手術親の消化率との間把差は量られなかっ  

た 

2）生大豆柏および熱処理大豆粕の単糖製飼料を強制給与した結果，熱処理大豆粕は生大豆粕よりも消化率は向上し  

たが，盲腸結梨による差ほみられなかった．   

3）盲腸の切除程度が飼料の消化率紅及ばす影響を調べる目的で盲腸尖部，盲腸体の％および盲腸起始部をそれぞれ  

切除および切断した鶏に慣用の配合飼料とそれに・パルプ粉末10％を添加した飼料を給与し，消化率を測定した結果，擬  

鶏の盲腸機能紅．関する研究（11）   
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似手術鶏との間紅はどの成分も差がみられなかった．   

4）盲腸に通じる血管と神経の切断，神経のみの切断，盲腸切除，盲腸結贅など盲腸機能を阻止する方法および程度  

を変えた為に慣用の配合飼料を給与し，消化率を測定した結果，擬似手術鶏との間に．差はみられなかった．  

緒  嘗   

盲腸の－般成分に対する消化の役割匪ンついてNESXEIMaふdCARPENTER（さ）は熱処理したタラ粉と凍結乾燥した肉  

粉を給与した結果，タラ粉の蛋白質の消化率が盲腸切除鶏は有意に低くなり，小腸内容物中に未消化の蛋白質が多い紅  

もかかわらず正常期の消化率が高いことは，盲腸内の発酵で脱アミノされ吸収されるからであろうと仮定した．また，  

NITSANandALUMOT（2）ほ生大豆飼料を給与すると盲腸切除鶏は飼料効率が低下し，これは小腸内で消化が抑制され  

ていた蛋白質を盲腸が部分的に補うためであろうと推論した．OLSONandMANN（3）も同様に小腸内容物が流動状  

となり，すみやかに．腸管を通過する時，盲腸はその機能を増強させ消化液の不足している場合ほそれを補い消化吸収す  

るのでほないかと述べている．一方，これらの仮説を袋付けるような実験として，THORNBURN and WILLCOX（4）は  

よ乃涙如で盲腸での炭水化物の消化がバクテリアに・よって行われ，盲腸内紅滞留する時間とその飼料の性質庭より影  

響されると報普して：い畠．しかし，PAYENら（5）は盲腸切除鶏に上質の魚粉と普通の魚粉を給与した結果，消化率お  

よび盲腸内バクテリア数にも差がなかったと報告している・MANGOLD（6）のように凝紙維の消化は大部分が盲腸で行  

われると報薯した例もあるが，HuNLTERら（7），勝木ら（8）は盲腸の欠除はいくらか粗繊維の消化率を低下させても他  

の栄養素の消化率には関係しないと報告して・いる・前報（9）で述べたように，盲腸機能を阻止しても通常の飼料条件下  

では正常に成長，産卵も行われるので，盲腸が飼料の消化吸収紅著しい影響ほ与えないと考えられるが，飼料条件を変  

化させた場合把，盲腸での消化がどのようになるかは興味ある問題である・本実験は飼料条件や盲腸の手術方法などを  

いろいろ変えて，対照瀾との間紅消化率の差が生じるかどうかを検討した・  

実験材料および方法   

実験Ⅰ：1972年2月22日に醇化した同一粂件下底ある4か月齢の単冠白色レグホーン種の雄（体重1・4～1．6kg）24  

羽を選び，前報（9）と同様の方法で，片側および両側の盲腸を結発したものと，擬似手術を施した対照区の3区に．8羽  

ずつ区分した．これら盲腸の結染ならびに擬似手術を施した期ほいずれも体調が正常軋復したと思われる20日後に・，人  

工肛門を設著した．供試鵜は個体別紅代謝グー・汐紅収容し，健康状態が再び回復してから試験に供した・予備飼育期お  

よび本試験期は3日間とした消化試験を行った・試験飼料は表1およぴ2に示した配合組成で，1mmの節を通した慣  

Tablel．Composition ofstock diet  

IngIedient  ％  

Yellow coIn  

Milo  

Wheat bran  

Defatted rice brIan  

Soybean meal  

Fisb meal  

Alfalfa meal  

Ca carbonate  

Sodium cbloI・ide  

Mineralmixturel〉  

Vitamin mixture2）  

1），2）：Previous repoI・t（10）   
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用配合飼料を基礎飼料とし，これにモミガラ粉末20％，ラ汐ノタローバ－乾燥粉末10％およぴ20％を添加した飼料に指  

標物質として0．5％の酸化クロムを添加した．なお，ミネラルおよびビタミン混合物ほ前報（10）と同様のものを用いた．  

モミ．ガラおよびラジノクローバーの粉砕紅際しては，組織維の定盈は試験材料を粉砕する時の粉砕方法および大きさに  

よって影響される（DouGALL（11））ので，衝撃式粉砕器に0．5mmの節をつけて周「条件となるよう紅潮砕した．試験飼  

料の一般成分は表3に示した通りである．これらの飼料はすべて自由採金とした．さら紅，生大豆を鶏に給与すると消  

化率に変化を起す（NITSAN（2），LEPXOVSKYandFuRUrA（12））か否かについても調べる目的で熟を加えなくて圧慮  

抽出した大豆粕を1000cの恒温器で40分間処理したものと，無処理のものについても行った．これらの大豆粕は00c定  

温室内で品温が250c以上にあがらないよう注意して－粉砕し，表4紅示したような半精製飼料とした．なおミネラルお  

よびビタミン混合物はVELUら（1＄）に従った．これらの飼料は1日1羽当り80gとし，朝夕の2回（8時と17時）紅分  

け飼料の45％紅相当する水を加えて団子状に．して強制給餌した．  

Table3・Chemicalcompositionof diets（Experimentl）  
（％）  
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＊：NitIOgen free extracts  

Table4．Composition of semi－rPurified diets（Experimentl）（％）  

Raw soybean Heated soybean   

meal diet meal diet 
IngI・edient  

Raw soybean meal  
Heated soybean meal  
Corn starch  
Co工n Oil  
Ce11ulose powder  
MineI・almixtuIel）  
Vitamin mixture2〉  
Cboline cbloI・ide  
Chromic oxide  

Moist11Ⅰe  
Organic matter  
Crude protein  
Crude fat  
NFE＊  
Crude fiber  
Crude ash  
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1），2）：VELU et al．（18）  

＊：Nitrogen free extIaCtS   
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実験ⅠⅠ：盲腸の切断程度による影響をみる目的で，実験Ⅰ同様，1972年4月22日に時化し同一条件下で飼育された  

4か月齢の単冠白色レグホー・ソ種雄（体重1．4～1′．5kg）40羽を，盲腸尖部切除，盲腸体％切除，盲腸起始部切断および  

擬似手術をした4区に10羽ずつ区分した．これらの鶏は開腹手術を行い，盲腸尖部1cmおよび盲腸体％を切除後，タ  

バコサック縫合した．切断区についてほ前報（9）と同様の方法で行った．これらの鵜ほ個体別紅代謝ケ－ジに収容し，  

人工肛門を設著してから消化試験紅供した．供試飼料は0．5％の酸化クロムを含む前報qO）と同様の配合で－般成分は表  

5に示した慣用配合飼料と，これに10％のパルプ粉末を混合した飼料の2種類について待った．これらの飼料は自由に  

採食させた・  

Table5．Chemicalcompositon of diets（Experiment2）  

Organic Crude Crude  NFE＊ Crude Crude  
Moisture  

matter protein fat  fiber  ash  

12．2  81．8  16．0  3“3  57．6  4，9   7．0   

11．0  82．7  19．5  3．0   53．1   12．1  （；．3  

Stock diet   

Stock diet  
十10％p111p  

＊：Nitrogen free extracts  

実験ⅠⅠⅠ：1973年4月22日将化した同一条件下にある4か月齢の単冠白色レグホーン種雄（体重1・3～1・6kg）35羽  

を盲腸に通じる血管および神経の切断，盲腸に通じる神経のみの切猟盲腸起始部結紫，盲腸起始部切断および擬似手  

術を行った5区に7羽ずつ分け，前報（9）と同様の方法で手術を行った・回復後，人工肛門の役者手術を行い，個体別紅  

代謝ケ－・ジに収容しで消化試験紅供した・供試飼料は表1の基礎飼料に魚粉3％と酸化クロム0・5％を添加したもので，  

一般組成分は表6に示した・なお，試験飼料は自由に採会させた・  

Table6．Chemicalcomposition of diet（Experiment3）  （％）  

‘e N柑＊  e  

Mois血e  ∴  

10．8  a2．4  20．1  2．8  55．6  3．9  6．8  

＊：Nitrogen free extracts  

以上，3つの実験とも紅水は自由に飲ませた・試験期間の3日間は，人工肛門を中心紅取り付けたポ．リエチ・レン製ビ  

－・カ一に朝夕2回紅分けで全糞を採取した．採取した糞は全盈を450cで24時間通風乾燥したのち粉砕して■，分析に．供  

した．飼料および糞申の酸化クロムの走塁ほ．BoHNら（14）の方法で，一般成分の分析はA．0．A．C．（15）の方法で行っ  

た．また，粗放雄の走塁ほ静置法（16）に．よった．なお，各成分の消化率ほ飼料中に．混入した酸化クロムを指棟物質とす  

る指標法（20）によっで算出した．  

結果および考察  

実験Ⅰ：盲腸を結粂した鶏と擬似手術鶏を用いて飼料の消化率を測定した結果は表7に示した通りである．慣用配  

合飼料の基礎飼料では，盲腸の両側結梨鶏の消化率は粗蛋白質，粗脂肪，可溶額窒素物および粗繊維とも紅擬似手術鶏  

のそれと同程度の値であったが，片側のみ結紫した弟では有意でほないが，各成分とも紅わずかに．高い値を示した．盲  

腸に－般成分の消化能があると仮定すれば，片側の盲腸を結致した鶏は擬似手術鶏と両側結薬剤の中間的な億を示すも  

のと思われるが，本結果からほそのようなことはみられず，飼料中の有機物の消化率をみても片側結染鶏の高いことか  

ら，盲腸に．は－・般成分紅対する消化能ほきわめて小さいものと思われる．したがって，盲腸結染によりこの程皮の差が  

生じたのは実験誤差によるものと考えた方が妥当であろう．   
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粗蛋白質の消化率は木部ら（17）によると飼料中に．リグ・ニ∴／を添加すると蛋白質の消化率が低下する・本実験でもモミ  

ガヲ20％添加飼料では，基礎飼料紅対して粗蛋白質の消化率が低下したが，盲腸結粂鵜と擬似手術発との間に農はみら  

れなかった．粗脂肪の消化率ほ盲腸を結致した鶏では片側・両側とも有意（Pく0・05）に低下し，可溶無窒素物でも片  

側結粂鶏で有意（P＜0．05）に低い値を示した．BoLTON（1＄）が述べたよう紅飼料中の蛋白質含量が高くなれば炭永化  

物の消化率が高くなるとすると，本実験でもモミガラ添加紅より飼料中の蛋白質含意が低くなり消化率が低下すると，  

対照鵜でも低下するのが当然と思われる・しかし，対照鶏では基礎飼料よりも消化率が高くなった・この差はT王王ORN・  

BURN andWILLCOX（4）が述べているように盲腸内のバクテリア紅より炭水化物の消化が行われるため盲腸結染鶏で低  

くなったと解釈するよりも，むしろ片側結染の方が両側結粂より有意紅低い値を示すことなどから，特異的な現象で他  

の要因が関与しいてると判断した方がよさそうである・   

モミガラの粗繊維中に牲多量のリグニンがある（19〉∴M玩ユER（20）に・よるとリグニンは鵜にははとんど利用されない成  

分で体外に排泄される．また，粗繊維の定盤法自体に・も問題点がある・それらの影響庭・より，基礎飼料ではすべての鵜  

である程度粗繊維の消化がなされたが，モミガラ添加により糞中紅占める粗放維含意の割合が高く，わずかの実験誤差  

が消化率を0紅するのか，あるいはモミ．ガラのような組成をもつ粗繊維を添加すると他の粗繊維の消化率も低下させる  

のか不明である．有機物の消化率では，モミガラのような不消化物を添加しても，盲腸結款鶏の方が高くなっているこ  

とから，盲腸の有無は消化率に服大きな影響力をもたないものと判断される・   

次に，ラジノクローバ一億燥粉末添加飼料の消化率は，10％添加飼料の粗蛋白質の消化率は両側結染鶏が擬似手術為  

に比し有意に低い値を示し，また，粗脂肪では片側経典した鵜が他の2区に比して有意（Pく0・05）紅高くなった・ま  

た，20％添加飼料においても同様の傾向を示した・可溶無窒素物および粗繊維の消化率は，盲腸結粂による一定の影響  

Table7．Effect of cecalligationon digestibility of diets（Mean oflObirds±SEM） （％）  

Organic Crude Crude  
NFE＊   

Crude  

matter protein  fat  fiber  
Treatment  

ContI01   
（Sham operated）  

Ligated right  
side cecum  

Ligated both  
CeCa  

Control   
（Sham operated）  

Ligated right  
Side cec11m  

Ligated botb  
CeCa  

Control   
（Sham operated）  

Ligated ri由t  
side cecum  

Ligated both  
CeCa  

ContI・Ol   

（Sham operated）  

Ligated right  
side cec11m  

Ligated both  
CeCa  

76．2±0．5 82．9±0．4 89．7±0．5 79．4±0．6  16．2±1．2  

77．1±0．9 83．4±0．9 91．2±0．7 79．7±0．8  17．2±1．4  

76．8±0．4 82．8±0．6 90．4±0．4 79．2±0．4  16．1±1．3  

62．0±1．0¢ 79．4±0．7 92．6±1．1α 86．6±0．4α －・1．9±2．1   

63．1±0．8 81．4±0．9 88．6±1．7∂ 69．4±0．4わ ー0．5±1．0   

65．0±0．9わ 79．2±0．8 83．8±1．7わ 73．1±0．9e l．6±4．0  

73．0±1．1 80．4±0．7α 86．3±0．7α 73．6±0．8  16．3±1．1   

72．8±1．1 79．6±0．9 89．5±0．4わ 75．1±1．0 13．2±1．6   

72．3±0．6 78．1±0．9む 86．4±1．1α 74．2±0．7 16．5±1．7  

68．6±0．8 79．3±0．8 88．5±1．4 70．6±1．0  18．0±1．6  

68．7±0．8 77．2±0．8 89．1±1．2 70．7±0．9  20．4±2．0   

67．2±0．7 77．9±1．1 88．4±0．4 68．8±0．7 16．1±1．6  

Stock diet  

Stock diet  
＋20％Rice  
b1111  

Stock diet  
■十10％Ladino  
CloveI・  

Stock diet  
十20％Ladino  
CloveI■  

Meanshaving the diffeI・ent SuperSCriptlettersare significantly different（P＜0．05）．  
＊：Nitrogen free extracts   
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はみられなかった。TscHERNIAⅨ（21）によるとリグニン，ぺソトヂン，へミセルロ－スおよぴセルロ－スを含んだ自  

然の合成物の場合は，その相対的な比率に．より粗繊維の消化率は異なる．TASAKIandKIBE（22）は家禽に与えたα－・セ  

ルロー・スは消化管でβ一セルロ－スに一部分解されるが利用されず，γ－セルロースは全く分解も吸収もされないと報告  

している．また，BolLTON（28）はぺソトザンの消化ほ行われるが，その消化率ほ飼料の種類によ。て異なると述べてい  

る．これらのことから，モミガヲ添加に比べて消化率の高まることほ租繊維の質の違いによるものと考えられる．   

生大豆粕および熱処理した大豆粕を添加した単糖製飼料の消化率についての結果は表8紅示した通りである．生大  

豆粕の場合，租糞白賀の消化率は盲腸を結粂した鶏の方が擬似手術鶏よりもむしろ高い値を示した．また，熱処理し  

た大豆粕ほ生大豆粕よりもすべての鶏で高い値を示したが，盲腸結紫虹よる差は全く量られなかった．NES壬IEIM and  

Table8巾Eifect of cecalligation on digestibility of raw and heated soybean  

mealdiets  （Mean oflO birds±SEM）   （％）  

Crude  

fibef  

Organic Crude Crude  

matteI prOtein fat  
NFE＊  Treatment  

ContIOl   
（Sham operated）  

LigatedIight  
side cecum  

Ligated both  
CeCa  

ContI01   
（Sham operated）  

Ligatedェight  
side cecum  

Ligated botb  
CeCa  

79．4±0．2α 81．4±0．2α 95．3±0．2 86．1±0．2   

80．0±0り4む 82．5±0．4わ 94．0±0．4 86．4±0．9   

78．5±0．9α 82．2±1．．0 95．8±0＝3 84．6±0．8  

79．5±0．4 83．7±0リ3 94．2±0．．2α 85．2±0．6  

80．1±0．4（Z 83ル8±0．5 95．1±0．5 85．5±0．4   

78．7±0．3わ 83．．3±0．8 95小5±0．6わ 83．7±0．5  

4．5±1．2  

6．1±0．6  

1．1±2．．5  

11．4±1u9  

15．2±0．8  

14，3±1．9  

Raw soybean   
meal diet  

Heated soybean   
mealdiet  

Means having the difierent superscriptletteIS are Significantly different（P＜0．05）．  

＊：Nitrogen free extracts   

CARPENTER（1）によると，糞尿分離した親の見かけの消化率は，熱処理したタラ粉と凍結乾燥した肉粉において77％と  

90％であったが，盲腸切除鶏でほ68％と約％に低下し，肉粉では盲腸を切除しても正常鶏と変らなかった・熟処理した  

タラ粉・で消化率の低下がみられたが飼料給与後3時間にノ」＼腸内容物の窒素成分を調べたところ，熱処理したタラ粉を給  

与した鶏では蛋白質の大部分が′ト腸内に未消化のまま残っていたりにもかかわらず，窒素およびアミノ酸の消化率の値  

が意外に高く，盲腸内の発酵によって脱アミノされ吸収される可能性を指摘している・しかし，盲腸糞の排泄は腸糞の  

与i。′・）｝i¢（21）とされているととから，小腸から盲腸へ流入した内容物中の窒素成分が仝鼠消化吸収されたとしても消化率  

が10％も向上することは，盲腸切除の影響により他の器官に障害が起きない限り考えられず，彼らの実験結果は盲腸の  

消化吸収能の過大評価か，実験誤差のいずれかに・よると考え・られる・NITSANandALUMOT（2）ほ盲腸が小脇で消化吸  

収が抑制されて－いた蛋白質の分解を部分的に行い，断続的紅窒素の吸収を行うと報告しているが，本実験結果のみから  

はそのようなことを裏づけることほできなかった．．LEPKOVSXYandFuRUTA（12）は生大豆を盲腸切除為に給与すると  

膵臓内の脂肪分解活動レベルが正常親の％に減ったと述べているが，本実験の場合，脂肪の消化率紅・は盲腸結衆の有無  

および大豆柏の熱処理に．よる差ほみられず，また，給与飼料中の脂肪のほとんどがコ」－ンオイルであったため上記報告  

と直接比較することは困難である・可溶無窒素物では両側結染鶏がわずか軋低い値を示したが，有意でなく，租繊維の  

消化率では一定の傾向はみられなかった 

美験ⅠⅠ：盲腸の切除および切断の程度を変えた鶏を用いて－の飼料の消化率を測定した結果は表9紅示した通りであ  

る．なお，対照区および盲腸起姶部切断区の値は前報（10）のものを用いた．慣用配合飼料給与時における粗蛋白質の消  

化率は盲腸尖部を切除した鶏の方が，擬似手術鶏よりも高い値を示したが，総体的に載ると切断程度に・応して消化率は  

低下したい粗脂肪，可溶無窒素物および粗放維の消化率でも，盲腸尖部切除鶏はわずか紅高くなった・しかし，これらの  
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成分は盲腸の切断程度常よる一足の傾向はみられなかった．また，パルプ粉末10％添加飼料を給与した場合の消化率で  

も盲腸尖部を切除した鶏でわずかに．高い値を示したが，他の鶏との間に有意差は認められず，また，盲腸切断程度に比  

例した傾向は量られなかった．可溶無窒素物および狙繊維の消化率は凝似手術戴の方が高い値を示したが有意差ほ認め  

られず，この2つの飼料給与試験からはどの成分も，盲腸の切断程度による消化率に判然とした差を見いだすことはで  

きなかった．  

Table9．Effect of cecalremovalon digestibility of diets（Mean oflO birds±SEM） （％）  

Organic Crude  Crude  
NFE＊  

Crude  

matter protein  fat  fiber  
Treatment  

ContI01   
（Sham operated）  

Removalof  
cecal apex 

Removalof2／3  
cecal bodies 

Removalof  
Wbole ceca  

Contr01   
（Sham operated）  

Removalof  
cecal apex 

Removalof2／3  
cecal bodies 

Removalof  
Whole ceca  

76．7±0．5 83．1±0．4 89．7±0．5 79．3±0．6 17．1±1．．4   

77．．4±0．4 83．8±0．6α 91．5±0．7α 79け7±0．4 19“7±1．．1   

76．4±0．7 82．．0±0．9 90．7±1．1 7凱0±0．6 17．．6±2．．1   

75．6±0．．9 81．6±0．8わ 88．9±0．5わ 78．2±0．．9 17り3±2．．6  

71．3±0．6 85．8±0．5 90．0±1．6 78．5士0。9 18．4±1．．3   

70．7±0．5 87小8±0．6 91．9±0．8 77．6±0．5 15．9±1．．5   

70．9±0．3 85．9±0．4 92u5±0巾7 77．9±0．3 17．．0±0．3   

70．2±0．4 85．0±0．6 91．3±1．．5 76．8±0．9 17．7±0．9  

Stock diet  

Stock diet  
＋10％pulp  

Meanshaving the different superscriptletteIS are Significantly different（P＜OuO5）．  
＊：Nitrogen free extracts  

実験王ⅠⅠ：盲腸に通じる血管および神経の切断，神経のみの切断，盲腸切徐，盲腸結染および擬似手術など盲腸機  

能を阻止する程度を変えた鵜に慣用配合飼料を給与した場合の消化率は表10に示した通りである．粗蛋白質，阻脂肪，  

可溶無窒素物および租繊維の消化率ほ盲腸に通じる血管および神経の切断，神経のみの切断を行っても，盲腸を切除お  

よび結熟しても擬似手術との閤把差はみられなかった．盲腸を切除しても擬似手術裁と消化率が変らないことから考え 

ると，盲腸紅通じる血管および神経を切断しでも消化率に差が生じないのは当然の結果といえよう・  

TablelO．Effect of amputation of cecalmain vesselsor neu工eCtOmization  

Of cecum on digestibiiity of diet  

（Mean of7biIds±SEM）  

Organic  Crude  Crude  
NFE＊   

Crude  

matter  pIOtein  fat  fiber  
Treatment  

Control（Sham operated）  

Severed main vessels  
and neuIeCtOmized  

Neurectomized   

Cecectomized both ceca   

Ligated both ceca  

88．7±1．4   81．．7±0．3   

88．9±0．6   82．6±0．2   

88．0±0．．6   82．、8±0．9   

88．7±0．7   82．0±0．4   

88日4±0．6   81．9±0．．6  

15．．0±0．6   

15．2ニヒ1。5   

14．8±1‖2   

14疇，9±1．3   

15．．1±1．4   

79．．0±0。5   85．0±0．5   

79．．8±0．2   84．．6±0、2   

79。8±0．2   85．2±0．6   

79．6±0．3   85．．0±0．4   

77．8±0。2   85．1±0．3  

＊：Nitrogen free extract＄  
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以上の3つの実験は，盲腸機能を阻止する手術方法および阻止程度，また給与飼料の種類を変えで盲腸の消化機能を  

調査した．HuNTERら（7）や勝木らく8）は盲腸切除為においても粗繊維以外の各栄養素の消化率は低下しなかったことを  

認めたが，本実験からは粗放維を含め飼料の各栄養累の消化率に影響を与えたとほ考えられず，したがって，鶏の盲腸  

は飼料の消化に慮接関与していないであろうと考えられる．  

謝  辞  

本研究に．あたり忠義な助言，援助をいただいた名古屋大学教授田先威和夫博士，島根大学助手藤原勉氏，香川大学教  

授井上宏博士紅感謝いたします．  

引 用 文 献  

（1）NESHEIM，M．C，CARPENTER，K．J，：Br．］．  

Ⅳ〟れ，21，399－441（1967）．  

（2）NIrSAN，Zい，ALUMOr，E∴．／．Ⅳ〟れ，80，299  

－304（1963）．  

（3）OLSON，C．J，MANN，F．C．：］．AmeYI．Vei．  

肋d．A相打，87，151－159（1935）．  
（4）TEORNBURN，C．C，WII，LCOX，，．B：Br．  

P〃〝〃γγ∫cg．，6，33－43（1965）．  

（5）PAYNE，W．L，KIFEN，R．R．，SNYDEER，D．G．，  

CoMBS，G．F．：P〃〝肋二γ ∫cj．，50，143－・－150  

（1971）．  

（6）MANGOLD，E．：Ⅳ加ゎ．A∂ぶれ 点β仇，3，647  

（1934）．  

（7）HuNTER，T．E．，DuRANT，A．T．，HoGAN，A．  

C．：こ加よひ．肋．Ag㌢．β∬♪．∫≠α．R郎・．β〝JJ．，  

130（1930）．  

（8）勝木辰男，半杭邦男，細野耕：日畜会報（学会号），  

38，5－6（1967）．  

（9）一色 泰：香川大農学報，29，23－33（1977）．  

（10）一色 泰，横田浩臣，中広義雄，田先威和夫：日  

畜会報，45，488－493（1974） 

（11）DouGALL，H．W．：〃拗れ‥鳳毎秒．風紺．，28，1002  

（1958）．  

（12）LEPKOVSKY，Sl，FuRロTA，F．：P〃〟抽二γ∫c≠－．，4g，  

192－198（1970）．  

（13）VELU，J．G．，BAKER，D．H．，ScoTT，H．M．、：  

J．Ⅳ録れ，101，1249－・1256（1971）．  

（14）BouN，D．W．．，KING，R．P。，ⅨLOSTERMAN，E．  

W．：∫cね那β，118，643（1952）．  

（15）A．0．A．C：肋〃2〃♂扉■A〝αそγざ∠∫げ才力βA．0．  

A．C．9th ed。，284q287，A．0．A．C‖，Wash・  

ington D．C．（1960）．  

（16）森本 宏：動物栄養試験法，p．294，巷貿堂，東  

京（1971）．  

（17）木部久衛，田先威和夫，斉藤道雄：日寄金報，35，  

159－166（1960）．  

（18）BoLTON，W∴．／．Ag7・去■c．ぶcオ．，50，93－96  

（1958）．  

（19）HuTANUWATR，N．，HINDS，F．C。，DAVIS，C．  

L：．／．A融∽．∫c∠t・，38，140－148（1974）．  

（20）MtiLLER，W．J．：．J．Ⅳ〟fγハ，81，29－36（1956）．  

（21）TscHERNIAX，A．：NutY．Absir．Rev．，6，1127  

（1936）．  

（22）TASAXI，Ⅰ．，EIBE，K．：PouliYySci．，38，377－  

379（1959）．  

（23）BoLTON．W．：．／．ぶd．釣¢d．Ag′・．，8，132－136  

（1957）．  

（24）梅塩義男：家禽飼養，p．45，共立出版，東京  
（1943）．  

（1977年10月15日 受理）   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ




